イタリア地域精神保健システムの視察報告 －ジェノヴァ、アレッツオ、ヴァルディキアーナの三都市の視察より－ by 福山 敦子 & Atsuko Fukuyama






































Report about the one-site Inspection of Community Mental Health Care Support































　移動日を含め，2015 年 7 月 31 日～ 8 月 9 日の日程
で，イタリア北部の港町であるリグーリア州ジェノヴァ
(Genova)，北中部都市であるトスカーナ州アレッツオ




























































































































































































































あった．利用時間は，CSMが平日 8時～ 20 時，土曜日
8時～ 13 時，デイセンターは平日 9時～ 15 時もしくは
16 時まで利用でき，1日平均 15 人ほどの利用者がいる．
CSMのスタッフは，医師 8人，看護師 10 人，ソーシャ

























































































































































勤務している．医師は 4人居るが SPCDと SPCR を兼
任している．
　視察したセストリ・ポネンテ（Sestri…Ponente）病院

















































































































































































年より多い），平均在院日数 11.6 日，退院後 7日以内の




















































































































注 1）1978 年 5月に法律 180号が成立し，そこで精神病院の法
的廃止が決定された．同年 12月に発足した法律 833号に具体
的な精神病院の解体と地域精神保健のあり方が示され，法律
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